
地域の情報をお届け！ 広島北部トピックス

▲大根を収穫する
　寄野さん

Ｊ
Ａ
高
宮
支
店
と
安
芸
高
田
市
立

高
宮
小
学
校
は
農
業
へ
の
関
心
を
育

む
こ
と
を
目
的
に
食
農
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
11
月
20
日
に
は

１・２
年
生
23
人
で
９
月
に
種
ま
き

を
し
た
大
根
の
収
穫
を
行
な
い
ま
し

た
。敷
地
内
の
畑
で
大
根
は
大
き
く

成
長
し
、児
童
ら
は
大
き
さ
に
驚
き

な
が
ら
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。２

年
生
の
寄
野
新
太
さ
ん
は「
大
き
く

て
な
か
な
か
抜
け
ず
、左
右
に
揺
ら

し
な
が
ら
抜
い
た
。大
根
が
と
て
も

重
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。行
森
真

由
美
支
店
長
は「
野
菜
と
同
じ
よ
う

に
元
気
な
高
宮
っ
子
に
育
っ
て
ほ
し

い
」と
児
童
た
ち
に
声
を
か
け
ま
し

た
。

大
き
な
大
根
が
収
穫
で
き
ま
し
た

～
高
宮
小
学
校
食
農
教
育
～

Ｊ
Ａ
女
性
部
向
原
支
部
の
部
員
７
人
と
安
芸
高
田
市
立
向
原
小
学
校
２
年
生

の
児
童
14
人
は
、12
月
１
日
に
食
の
役
割
を
学
ぶ「
モ
リ
モ
リ
ご
は
ん
ス
ク
ー
ル
」

を
６
年
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
。
栄
養
士
の
原
し
の
ぶ
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

10
月
下
旬
に
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
で「
さ
つ
ま

い
も
だ
ん
ご
」「
ふ
り
ふ
り
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
」の

２
品
を
作
り
ま
し
た
。児
童
は
女
性
部
員
に
助
け

て
も
ら
い
な
が
ら
さ
つ
ま
い
も
を
切
っ
て
い
き
ま

し
た
。

小
椋
千
津
子
支
部
長
は「
こ
れ
か
ら
の
成
長
に

は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
大
切
。食
材
が
持
つ

役
割
を
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
学
ん
で
取
り
入
れ

て
ほ
し
い
」と
児
童
た
ち
に
話
し
ま
し
た
。

食
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
る

～
モ
リ
モ
リ
ご
は
ん
ス
ク
ー
ル
～

▲�力を合わせて作りました

▲�「家の光」料理講習会

▲�「家の光」料理講習会

▲�キッチンカシミール料理講習会

▲�「家の光」料理講習会

▲�ヨシノ鍋料理講習会

▲�「家の光」料理講習会のおせち料理

▲11月のふれあい感謝祭で
展示発表しました

Ｊ
Ａ
女
性
部
で
は
伝
統
食
を
学
び
家
庭
で
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
に「
お
せ
ち
料
理
講
習
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　
各
地
で
行
な
わ
れ
た
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。毎
年
好
評

い
た
だ
い
て
い
る
行
事
で
、に
ぎ
や
か
に
調
理
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
で
は
今
後
も
地
域
の
食
や
暮
ら
し
を
守

り
育
て
る
活
動
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

各
地
域
で「
お
せ
ち
料
理
講
習
会
」を
開
催

11/17八千代支部

11/21美土里支部

12/５向原支部

11/18大朝支部

11/26吉田支部
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農
薬
を
安
全
に

　
　 

使
用
し
ま
し
ょ
う

農
薬
に
は

殺
菌
剤・殺
虫
剤

除
草
剤・忌
避
剤・展
着
剤

天
敵・植
物
成
長
調
整
剤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
。

　
農
薬
を
正
し
く
使
わ
な
か
っ
た
場
合
、次
の

よ
う
な
こ
と
が
お
こ
り
ま
す
。

◆
健
康
被
害

◆
環
境
汚
染

◆
農
薬
の
残
留
基
準
値
超
過

　
　
　
　
　
　
　
→
出
荷
物
の
回
収

◆
周
辺
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

　
農
薬
使
用
者
の
義
務・責
務
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

使
用
す
る
農
薬

無
登
録
農
薬
の
使
用
禁
止

　
登
録
さ
れ
た
農
薬（
販
売
を
禁
止
し
て
い
る
農

薬
を
除
く
）と
特
定
農
薬
以
外
を
農
薬
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
特
定
農
薬:

エ
チ
レ
ン
、次
亜
塩
素
酸
水（
塩

酸
又
は
塩
化
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
を
電
気
分
解

し
て
得
ら
れ
る
も
の
に
限
る
）、重
曹
、食
酢
、

使
用
場
所
と
同
一
の
都
道
府
県
内
で
採
取
さ

れ
た
天
敵
。

水
質
汚
濁
性
農
薬

　
シ
マ
ジ
ン（
除
草
剤
）を
指
定
し
て
い
る
。使

用
す
る
場
合
は
、事
前
に
市
町
へ
届
け
出
が
必

要
。で
き
る
だ
け
他
の
薬
剤
を
使
用
す
る
。

　
農
薬
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

�

守
り
ま
し
ょ
う
！

◆
使
用
前
に
防
除
器
具
の
点
検

〇
ノ
ズ
ル
の
目
詰
ま
り
、ホ
ー
ス
の
接
続
な
ど

◆
使
用
後
は
散
布
器
具
を
き
ち
ん
と
洗
浄

◆
保
護
具
を
必
ず
着
用

〇
マ
ス
ク
、防
除
衣
、保
護
メ
ガ
ネ
、手
袋

◆
長
時
間
の
散
布
作
業
は
避
け
る

◆
散
布
後
は
飲
酒
し
な
い
で
早
く
寝
る

◆
周
辺
に
配
慮

○
住
宅
、畜
舎
、鶏
舎
な
ど
の
周
辺
で
農
薬
を
使

用
す
る
場
合
は
、周
辺
の
方
な
ど
に
説
明
や

事
前
の
周
知（
目
的
や
日
時
な
ど
）

○
被
覆
を
完
全
に
行
な
う
。

○
住
宅
地
な
ど
が
風
下
に
な
る
場
合
は
、使
用

を
控
え
る
。

○
高
温
期
の
処
理
を
避
け
る
。

○
難
透
過
性
資
材
の
活
用
な
ど
、追
加
対
策
を

実
施
す
る
。

◆
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
も
被
覆

◆
農
薬
は
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管

◆
使
用
後
は
正
し
く
処
分

○
農
薬
の
空
容
器
は
正
し
く
残
液・残
臭
処
理

を
行
な
い
、産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
。

なるほどえ～のぅ!営農情報

※
Ｊ
Ａ
で
は
、年
２
回
期
限
切
れ
農
薬

の
廃
棄
物
回
収
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

（
有
料
）

　
日
程
な
ど
詳
し
く
は
各
支
店
発
行
の

「
支
店
だ
よ
り
」で
ご
案
内
し
ま
す
。
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　12月７日に北広島町まちづくりセンターで「第４回全日本お米グランプリin北広
島町」の最終審査会が行なわれました。出品点数328点（機械審査部門162点、食味
審査部門166点）から最終選考に残った30点に、ゲスト審査員を含む食味に関する
専門家など11人により食味官能審査が行なわれ、岐阜県の合資会社源丸屋ファー
ム 曽我康弘さんの「きぬむすめ」がグランプリに、鷹入山ブラザーズ小竹班 小原浩
詠さん（島根県）の「コシヒカリ」と農事組合法人碧水 山崎淳さん（熊本県）の「にこ
まる」が準グランプリに輝きました。
　北広島町のお米のＰＲを目的に同時開催された「第２回米フェス！」では同町内
４地域の新米の食べ比べコーナーや、同町産米を使った料理やごはんのお供を販
売するバザー出店が行なわれ、屋外ステージでは神楽が上演されるなど多くの来
場者で賑わいました。

【３月の講習】
開催場所 　産直市「ベジパーク安芸高田」２階会議室
日にち 時　間 内　容

重点講座
３/10（火） 10：00～11：30 ハロウィン用

「ジャンボかぼちゃ」栽培
売れるブドウ栽培講座

３/12（木） 10：00～11：30 芽かき・新梢管理・房づくり
ジベレリン

※�各講習会の定員は20名程度とさせていただきます。（申し込み順）
　受講を希望される方は30日前までに電話で申し込みください。
 ［連絡先］安芸高田市 地域営農課　  TEL 47-4021　JAひろしま 営農経済センター TEL 54-0814

ＪＡ呉地域のふれあい感謝祭に出店
ＪＡ広島北部地域営農経済センターは11月22日に呉市で開催されたＪＡ呉地域ふれあい感謝祭に
今年もバザー出店で参加しました。特設されたＪＡひろしまミニ産直市コーナーでは広島北部地域で
栽培されたチンゲンサイや白ねぎ・ミニはくさい・三矢えびす茶に「ひろしまフードフェスティバル
2025」にも出店し、安芸高田市産の青ねぎ・チンゲンサイを使用した「安芸高田焼き餃子」を販売し
ました。晴天に恵まれ、会場では新鮮な野菜を求めて多くの来場者で賑わいました。

▲�野菜を購入する来場者

▲�食味審査を行なう審査員

▲�北広島町内４地域の新米の食
べ比べコーナーは今年も大人
気でした

▲�三矢えびす茶の試飲では香りが良いと喜んでいただきました

日本一のお米が決定！日本一のお米が決定！
第４回全日本お米グランプリin北広島町
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千
代
田
支
部

吉
田
支
部

大
朝
支
部

健康教室 寄せ植え講習会 寄せ植え講習会

11 12 12
13 3 5

ノルディックウォーキングを行
なった後は、フィンランド発祥のス
ポーツ「モルック」を楽しみました。

寄せ植えは女性部活動でも大人気の行事の一つです。葉牡丹など色々な
花をバランスを考えながら植えていきました。

剣詩舞道・叡心流　櫻楓会 ふれんず （ひょっとこ踊り）

交流会では自己紹介の後、各地域の女性部活動
や『家の光』のおすすめ記事についてなどを話し合
い、グループの中で活発に情報交換が行なわれま
した。

ものづくりチャレンジでは、『家の光』12月号掲載のマイ防災
ボトルホルダー作りをみんなで行ないました。
ホルダーは緊急用のホイッスル付きで、アウトドアコードを
使っているのでとても丈夫です。ほどくといざという時に応急
手当や荷物の固定などにも使える便利アイテムです。

『家の光・女性活動交流会』で地域内交流を行ないました
12月９日に吉田支店４階ホールで『家の光・女性活動交流会』を行ない、ＪＡ女性部広島北部地区本部の女性部員・

『家の光』愛読者100人とＪＡ役職員30人が参加しました。

八
千
代
地
域

吉
田
地
域

アトラクションでは吉田アトラクションでは吉田
地域と八千代地域で活躍地域と八千代地域で活躍
されているみなさんによされているみなさんによ
る舞台発表が行なわれ、る舞台発表が行なわれ、
楽しんでいただきました。楽しんでいただきました。

お知らせカレンダー月2 年金相談会年金 《吉　田》  9時~15時
《千代田》10時~15時

その他予定 アグリセミナー
講義予定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

 

吉
田
支
店

 

千
代
田
支
店

産
直
市
の
日

 

吉
田
支
店

ふ
れ
あ
い
活
動
日

 

吉
田
支
店

 

千
代
田
支
店

 

吉
田
支
店

 

吉
田
支
店
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